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保育者の主観的幸福感
保育上のストレスと保育者効力感及びソーシャルサポートとの関連

今　福　理　博　・　西　田　なつみ

本論文は保育者 34 名を対象に、保育者の主観的幸福感に関連する要因を解明するために、保
育上のストレス、離職、保育者効力感、及びソーシャルサポートとの関連を検討することを目的
とした。その結果、保育者の主観的幸福感の高さは、（1）保育上のストレスの低さ、（2）保育者
効力感の高さ、（3）ソーシャルサポートの多さ、とそれぞれ関連することが明らかになった。保
育者の精神的健康を支える環境づくりについて提案し、近年の保育者の離職問題を解決する糸口
を考察した。

キーワード：保育者、主観的幸福感、保育上のストレス、保育者効力感、ソーシャルサポート

問題と目的

保育士や幼稚園教諭は，ヒトの発達において重要な時期の子どもを教育・保育する専門職であ
る。近年、世界的に幼児教育・保育における質の向上が望まれている（OECD，2017）。幼児教
育・保育の質の向上には、保育者研修による新しい知識の習得と経験の積み重ねなどにより、子
どもの環境をより充実させることが必須である。

しかしながら一方で、指定保育士養成施設卒業者のうち約半数は保育所に就職していないのが
現状である。日本において、保育士資格を有しているが現在保育職に就業していない潜在保育士
は、約 76 万人といわれている。保育士を離職し、他職種への就職を希望する者は、半数以上が
保育士としての勤務経験が勤務年数 5 年未満である（厚生労働省，2013）。このように、保育士
の早期離職が問題となっている。幼稚園教諭では、定年退職者を含む離職者数が公立幼稚園は平
成 24 年度間 1458 名～平成 27 年度は 1218 名、240 名減少しており、私立幼稚園では平成 24 年
度は 10232 名、平成 27 年度は 8999 人と 1233 名減少している（文部科学省，2016）。ただし、同
期間での教員採用者数も減少していることから、幼稚園教諭の「離職者数の減少」の解釈には注
意する必要がある。

それでは、なぜ保育職を離職する者が多いのだろうか。保育士の離職については、就業継続に
関する理由では「責任の重さ・事故への不安」が最も多く、再就職に関する理由では「就業時間
が希望と合わない」が最も多い。更に、処遇や勤務環境に関する「賃金が希望と合わない」や

「休暇が少ない・休暇がとりにくい」ことが挙げられている。保育士職への就業を希望しない理
由が解消した場合は、63.6％の者が保育士を希望するという。
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また、20 代の保育士の離職理由には「自分の適性・能力への不安」が全体の 18.8％の割合で
見られる。保育職の離職理由には、自分が保育者としてやっていけるかという不安が関わる可能
性があることが推察される。保育職への入職者を拡大するためには、これらの問題を早急に改善
する必要がある。

ここまで見てきたように、保育者の離職理由は様々であるが、精神的健康が離職につながる大
きな要因であると考えられる。保育者の精神的健康にネガティブな影響を及ぼす心理的側面とし
ては、保育上のストレスがある。保育者のストレスに関する研究をレビューした論文によると、
保育者のストレス要因は、「職場環境・職場の人間関係」「子どもの対応」「知識と現場のギャッ
プ」の 3 つに大別できる（松村，2015）。実際に、保育者を対象とした研究では、上司、同僚、
子ども、保護者、仕事に関わるストレスの高さが、一般的疾患傾向や睡眠障害などの精神的健康
の悪さと関連することが示されている。更に、保育上のストレス低下に関する研究では、同僚か
らのソーシャルサポートが多いほど、希死念慮とうつ傾向が低くなることを示している（手島，
2010）。保育士のストレスに抵抗する力であるレジリエンスと精神的健康の関連を検討した研究
では、レジリエンスは保育経験を経ることで高まり、その一因である自己効力感の高さが精神的
健康の良さと関わることを明らかにした（上村，2011）。自己効力感とは、「ある結果を生み出す
ために必要な行動をどの程度うまく行うことが出来るかという個人の確信」である（坂野・東
條，1986）。自らの保育に自信があるほど、ストレスが抑制され、より良い精神的健康の状態を
維持できる可能性があると考えられる。

ただし、保育者の精神的健康を議論する際には、ストレスというネガティブな側面のみではな
く、ポジティブな側面を含めて検討される必要がある。仕事、家族、休暇、健康、経済状況など
の人生全般に対する満足を含む広範な概念として、主観的幸福感（Subjective well-being）があ
る（Diener, Suh, Lucas, & Smith, 1999）。幼児教育・保育は生涯学習の基礎であり、子どもの主
観的幸福感を育む重要な役割を果たす。もし、保育者の主観的幸福感が低ければ、子どもの主観
的幸福感にも負の影響を及ぼす可能性があるだろう。したがって、保育者の主観的幸福感に関連
する要因の検証・解明は、保育者と子どもの幸福を支える一助となる。これまで、台湾の保育者
を対象とした研究では、保育者がソーシャルサポートを受けることが多いほど、主観的幸福感が
高くなることを示している（Hsing-Ming, Mei-Ju, Chun-Ho, & Ho-Tang, 2016）。しかし、日本
の保育者において、ソーシャルサポートと主観的幸福感の関連は明らかでない。更に、ソーシャ
ルサポート以外の要因である保育上のストレスや自己効力感が、主観的幸福感とどのように関連
するのかは未解明である。

そこで本研究は、保育者を対象に、保育上のストレスと自己効力感、ソーシャルサポートが、
主観的幸福感と関連するかどうかを検討することを目的とした。保育者としての自己効力感（保
育者効力感）やソーシャルサポートが保育上のストレスを低下させる要因であるならば、保育者
効力感やソーシャルサポートの高い保育者は、主観的幸福感が高く、保育上のストレスが低いこ
とが想定される。
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方法

調査対象者
日本国籍を持つ保育者 34 名（女性 31 名、男性 3 名）が本研究に参加した。平均年齢は 37.80

歳（SD = 10.28, min = 20.81, max = 54.81）であった。このうち、保育士が 30 名、幼稚園教諭
が 1 名、保育教諭が 3 名であり、平均勤務年数は 9.71 年（SD = 9.26, min = 1, max = 34）で
あった。また、本研究は武蔵野大学教育学部研究倫理審査委員会により承認されている（受付番
号：R2-001）。

調査内容
（1）保育上のストレス

北川・七木田・今塩屋（1995）の養育上のストレスに関する項目を参考に作成された保育上の
ストレスを尋ねる 10 項目を使用して測定した（上村・七木田，2006）。「この一ヵ月間、保育士
として働く上で以下のようなことがどのくらいありましたか」という質問を行い「保育をするこ
とに自信がないと思うことが」、「保育のことを考えると不安になることが」などの項目について
それぞれ回答を求めた。「なかった（1 点）、月に 1 回か 2 回くらい（2 点）、週に 1 回くらい（3
点）、週に何回も（4 点）」の 4 件法で回答を得た。

（2）離職
「職場を辞めたいと考えたことがありましたか」という項目を使用し、保育者が職場を辞めた

いと考えたことがあるかどうかを尋ねた（石川・井上，2010）。「ほとんどない（1 点）、一時期
あった（2 点）、時々ある（3 点）、頻繁にある（4 点）」の 4 件法で回答を得た。

（3）保育者効力感尺度
三木・桜井（1998）の尺度を参考に作成された 15 項目から反転項目と負荷量の低い項目を除

いた 10 項目の尺度（田頭，2016）を使用し、保育者効力感を測定した。全体状況の適切な把握
力・対応力（5 項目）、子どもへの支援・対応力（3 項目）、変化への対応力（2 項目）で構成さ
れていた。「全くそうでない（1 点）、あまりそうでない（2 点）、ややそうである（3 点）、かな
りそうである（4 点）、非常にそうである（5 点）」の 5 件法で回答を得た。

（4）ソーシャルサポート
Dunst, Jenkins, & Trivett（1984）を参考に作成された 8 のサポート源別にソーシャルサポー

トの有無について尋ねる質問紙を使用して測定した（上村・七木田，2006）。「保育者として働く
上で以下の人、集団がどの程度助けになっていますか？」という質問を行い「配偶者・恋人」、

「両親」、「つとめている保育所（園）の所（園）長・主任保育士」の項目についてそれぞれ回答
を求めた。「なし（1 点）、全く助けにならない（2 点）、あまり助けにならない（3 点）、少し助
けになる（4 点）、とても助けになる（5 点）」の 5 件法で回答を得た。
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（5）主観的幸福感
本研究では「主観的幸福感とは、機能的には自分の人生への認知的評価とその評価に基づく感

情という両面を持つものである（島井・大竹・宇津木・池見・Lyubomirsky, 2004）」という定
義に従った。この定義を包含する尺度である Lyubomirsky & Lepper（1999）が開発した
subjective happiness scale の日本語版に依拠して作成された「主観的幸福感」に関する 4 項目
の尺度（曽我部・本村，2010）を用いて、保育者の主観的幸福感を測定した。「全くそう思わな
い（1 点）、あまりそう思わない（2 点）、そう思う（3 点）、大変そう思う（4 点）」の 4 件法で回
答を得た。

手続き
Google フォームで作成した質問紙をインターネット上で配布し、同意を得た上で回答を求め

た。調査期間は 2018 年 11 月であった。倫理的配慮として、調査実施前に対象者に対して、①氏
名や生年月日などの個人情報が外部に報告されることはなく、個人情報は研究者によって厳重に
管理されること、②調査結果はコンピューター処理され、研究終了後一定期間経過後に粉砕・破
棄されること、③調査結果は研究のみに利用され、学会発表や学術論文として公表されること、
④調査同意後に回答を辞めたくなった場合、辞めることは可能であり、一切の不利益が生じない
ことを Google フォーム上で説明した。

結果

まず各質問紙の得点を示した。保育上のストレスの平均値は 24.32（SD=6.39，min=13，
max=38）、離職の平均値は 2.68（SD=1.15，min=1，max=4）、保育者効力感の平均値は 30.09

（SD=7.69，min=18，max=50）、ソーシャルサポートの平均値は 28.91（SD=5.87，min=15，
max=40）、主観的幸福感の平均値は 9.97（SD=1.87，min=4，max=13）であった。

次に各質問紙の得点の関連性を検討するために、スピアマンの順位相関分析を行った（表 1）。
その結果、保育者の経験年数が長いほど、保育者効力感が高く、ソーシャルサポートを多く受け
る傾向にあった（ρ（32）=.566，p< .001；ρ（32）=.205，p=.053）。保育者効力感が高いほど、ソー
シャルサポートを多く受けており、保育上のストレスが少ない傾向にあった（ρ（32）=.372，
p=.030；ρ（32）=-.323，p=.062）。主観的幸福感が高いほど、保育上のストレスが少なく、保育
者効力感が高く、ソーシャルサポートを多く受ける傾向にあった（ρ（32）=-.351，ρ=.042； 
ρ（32）=.398，p=.020；ρ（32）=.305，p=.079）。また、保育上のストレスが少ないほど、離職を考
える頻度が少ない傾向にあった（ρ（32）=.288，p=.098）。
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表 1　各要因間の相関分析結果

1 2 3 4 5 6

1．経験年数
2．保育上のストレス
3．離職
4．保育者効力感
5．ソーシャルサポート
6．主観的幸福感

-0.049 0.007
0.288 ＋

0.566 ＊＊

-0.323 ＋

0.018

0.334 ＋

-0.056
-0.071
0.372 ＊

0.224
-0.351 ＊

0.058
0.398 ＊

0.305 ＋

� ＊＊ p < .01, ＊ p < .05, +p < .10

考察

本研究の目的は、保育者を対象に、保育上のストレスと自己効力感、ソーシャルサポートが、
主観的幸福感と関連するかどうかを検討することであった。その結果、主観的幸福感の高さは、

（1）保育上のストレスの低さ、（2）保育者効力感の高さ、（3）ソーシャルサポートの多さ、とそ
れぞれ関連することがわかった（図 1）。本研究で明らかになった主要な三点について考察をし
ていく。

注：矢印線の太さは関連の強さを示す。実線は正の相関関係、点線は負の相関関係を示す。
　　数値は順位相関係数を示す。＊＊ p < .01, ＊ p < .05, +p < .10。

第一に、保育上のストレスの低さが、主観的幸福感の高さと関連することを示したことは大変
興味深い。主観的幸福感の高さに関連する要因として、仕事でのストレスの低さがある（白石・
白石 , 2006）。実際に、主観的幸福感と密接な関係がある健康の決定要因として、成人期には雇
用が大きな役割を果たすことが示唆されている（Patton et al., 2016）。雇用されている職場での
ストレスは、主観的幸福感に大きな影響を与えるのである。本研究は、保育者という職業におい

0.566＊＊

0.372＊

0.398＊

0.334＋

0.288＋ 0.323＋

0.305＋

-0.351＊

図 1　本研究で明らかになった要因間の関連

主観的幸福感

保育上のストレス

経験年数

離職

保育者効力感

ソーシャルサポート
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て、保育上のストレスが主観的幸福感に負の影響を与える可能性を示唆した。
第二に、本研究は保育者効力感の高さが、主観的幸福感の高さと関連することを明らかにし

た。保育者は子どもとの関わりの中で、保育に対する自信をつけていくと考えられる。保育の状
況やその変化に対する対応力は、保育者の経験年数を経るほど高くなると考えられる。本研究に
おいても、保育者の経験年数が長いほど保育者効力感が高いことが示された。保育者は経験を経
ることで、保育に対する知識や自信を身に着けながら成長し、やりがいを感じることで、主観的
幸福感を得るようになると考えられる。

第三に、本研究の結果から、ソーシャルサポートが多い保育者ほど、主観的幸福感が高くなる
傾向にあることがわかった。台湾の保育者では、ソーシャルサポートを受けることが多いほど、
主観的幸福感が高くなることがわかっている （Hsing-Ming et al., 2016）。ソーシャルサポートが
あることで、保育者は保育上のストレスや不安な気持ちを周囲に相談し、自分の精神的健康を維
持、回復できるようになると考えられる。本研究は、日本の保育者においても、ソーシャルサ
ポートが主観的幸福感に関連する可能性を示した。また、本研究では保育者効力感が高いほど
ソーシャルサポートをより多く受けていることが示された。ソーシャルサポートを多く受ける保
育者では、自分の保育や教育を振り返り、周囲に認められる経験を多くするために、自信を持ち
やすく、結果的に保育者効力感が高くなったと考えられる。

本研究は、保育者の主観的幸福感に関連する三つの要因を明らかにした。（1）保育上のストレ
スの低さ、（2）保育者効力感の高さ、（3）ソーシャルサポートの多さ、である。保育者の保育上
のストレスを緩和し、保育者効力感を高める機会を作り、ソーシャルサポートを欠かさない環境
づくりが重要である。

しかし、本研究では離職と主観的幸福感との間に関連性は認められなかった。このことから、
離職を考える頻度の高さは、主観的幸福感の低さとは必ずしも直結するものではないと考えられ
る。一方で、離職を考える頻度の高さは、保育上のストレスの多さと弱い関連が見られた。その
ため、保育者の精神的健康にネガティブな影響を及ぼす心理的側面である保育上のストレスが、
離職の一因である可能性がある。また、20 代の保育士の離職理由である「自分の適性・能力へ
の不安」は、保育者効力感の低さから生じると考えられる。本研究が示した、保育者効力感の高
い保育者は保育上のストレスが低いという結果と併せて考えると、保育者効力感の育成が、保育
者の離職問題を解決する糸口になる可能性がある。

本研究の限界として、サンプルサイズが十分でなかったことが挙げられる。今後の研究では大
規模に調査を行うことで、保育者の精神的健康に影響を及ぼす要因について追試する必要があ
る。更に、保育者の離職と精神的健康の関連をより詳細に明らかにするために、離職を考える頻
度の多さだけでなく、その背後にある理由を併せて検討する必要がある。保育者の離職問題につ
いてアプローチすべき要因を実証的に特定し、保育者や子育て支援に関する政策につなげ、より
良い環境整備をしていくことが重要である。
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